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8…仰 ぎ/aは-定借をとるが,ベキnが 3<n≦7のときは fcc7 bcc転移が起 り,1)
その転移線に沿らても∂は一定値になる｡この場合,温度を上げてSが大きくなる内部-ヽ
的なメカニ ズムは, fcc- 液相 とfcc- bccとでは当然違っているであろう｡したがっ
いことになる｡そこで手始に,弾性波のソフト化と融解,固相一固相転移の関連を調べ
てみようと思う｡
点Ⅹにおける変位をu(x),uij… ∂ui/∂Ⅹj(i,j-1,2,3)としたとき, 7ij -
(1/2)(uij+uji+tkiukj)はLqgrangianstrainparameters で,自由エネルギ｢
密度は, 符ij'温度T,密度pの開数となる｡これを7-0のまわりで展開して
pf(T,p,符)-Pf(T,p･0)+CiJ(T,p)甲ii+ (1/2-)Ciikl(T,p)かiiqkl+ - ･
等方的な圧力PだけがかかっているときはCijニ ーP∂iJである｡ Ciiklは2次の
























る fcc-bcc転移はそれぞれの相の (1/2)(CTlニCT2)-Pモー ドに対する不安定を,
fcc,bccosc転移はそれぞれの相のCT4-Pモー ドに対する不安定を伴っていること
がわか-た｡ f(T,p州 をcel模型で計算して,有限温度での/CTl,CT2;CT4 を近
似値に求めることができる｡この計算は始めたばかりで,液相一国相転移と固相一国相
転移とで弾性波のソフト化との関係の仕方の違いなどまだ結果は出ていないが,これか
らおいおい報告していくつもりである｡ 何かモー ドのソフト化がきっかけになって,そ
れが他のモー ドのソフト化を続々に誘い,どんな結晶構造も保てなくなるのが融解であ
ろうという見方ができるが,･今後の問題である｡
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